
 

武雄市新体育館整備概要 

 

１．名  称  武雄市新体育館（仮称） 

２．位  置  武雄市武雄町⼤字武雄 4866番地 

３．新体育館整備の経緯 

  昭和 50年に竣⼯した⽩岩体育館は、市の中⼼的な屋外スポーツ拠点の機能を担うとと

もに、⽣きがいやコミュニティづくりなどに、また防災⾯においては⾃衛隊等の災害派遣

活動拠点や⽀援物資集積所の機能を有する施設として重要な役割を果たしています。 

  近年は、時代の移り変わりとともに健康志向の⾼まりも相まって、スポーツに対するニ

ーズは多様化・⾼度化しており、⽩岩体育館についても量的・質的な充実が求められてい

ます。⼀⽅では、建設から 40年以上が経過し、施設や設備の⽼朽化が著しく耐震補強が

出来ていない現状や、熱中症対策ともなる空調整備等の要望など、改善すべき課題が多く

あります。 

  これらを踏まえ、武雄市公共施設等個別計画（スポーツ編）に基づき、新しい体育館を

⽩岩運動公園内に建設することとなりました。 

  新体育館の整備にあたっては、現在のスポーツ需要を満たしつつも、将来の⼈⼝減少や

少⼦⾼齢化社会を⾒据え、今後も担っていく機能を集約し、「スポーツから新たなシーン

がはじまる体育館」をコンセプトとして、市⺠だれもが気軽に集い、楽しむことのできる

空間づくりを進めます。 

  また、災害発⽣時には⽩岩運動公園が防災公園としての機能を発揮できるように、新体

育館においても整備を⾏います。 

 

 



４．新体育館の概要および特徴 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事業スケジュール 

令和元年５⽉ 武雄市⽩岩運動公園体育施設整備に係る基礎調査実施 

令和２年２⽉ 武雄市⽩岩運動公園・新体育館整備基本計画策定 

令和３年１⽉ 武雄市⽩岩運動公園及び新体育館建設に係る基本設計業務完了 

令和３年８⽉ 武雄市⽩岩運動公園及び新体育館建設に係る実施設計業務完了 

令和 3年 12⽉ 武雄市新体育館建設（建築・電気・機械）⼯事請負契約締結  

 

今後、外構⼯事について発注を⾏い、令和４年度中に⼯事を完了し、令和５年度供⽤

開始を予定しています。 

 

６．事業担当部署 

   武雄市企画部スポーツ課 TEL：0954-27-7091 FAX：0954-23-3816 

               E-mail：sports@city.takeo.lg.jp 

新体育館 1階平面図 

新体育館 2階平面図 

〇総事業費：約 22億円 

〇延床⾯積   合計  3814.49㎡ 
・メインアリーナ棟 3007.36㎡ 

  １階 2216.57㎡ ２階 790.79㎡ 
・サブアリーナ棟   559.63㎡ 
・事務所棟      247.50㎡ 

〇機能が増える 
 スポーツの競技が充実 
 安全性を考慮した床材の採⽤ 
 空調設備を完備 
 ユニバーサルデザイン化 
 太陽光発電設備を設置 

〇分棟⽅式を採⽤ 
 外部との⼀体的な利⽤ができ、⾃
然喚気によるコロナ対策に有効 

〇防災公園の中⼼的な施設 
 ⾃家発電設備を整備 
 浸⽔を考慮した敷地の嵩上げ 

メインアリーナ 

サブアリーナ 

軽スポーツルーム 

メインアリーナ 2階 
観覧席 固定席  406 

車いす席  2 
立見席   84 
 計   492 

事務所棟 

中庭 

吹抜 

ロビー、トイレ、更衣室（シャワー）等 

屋上テラス 

ロビー、トイレ 

〇競技フロアの広さ等 
・メインアリーナ 約 44.5m×34.5m 
         ⾼さ 12.5m以上 
・サブアリーナ     約 24m×19m 
           ⾼さ 12.5m以上 
・軽スポーツルーム  約 10m×10m 


